
 

 

 令 和 ８ 年 ７ 月 3 0 日 

 水管理・国土保全局河川計画課 

 

エジプト・アラブ共和国との水資源管理に関する協力を促進 

～エジプト・アラブ共和国水資源・灌漑省との協力覚書の署名を行いました～ 

 
＜背景・経緯＞ 

この協力覚書は、2023 年 3月に開催された国連水会議のテーマ別討議で日本とエジプト・

アラブ共和国が共同議長国を務めたことを契機とし、灌漑技術を含む水資源管理や水災害対

策などの重要な分野で世界をリードする両国の関係をより強固なものとすることを目的に、

国土交通省、農林水産省、水資源・灌漑省の３者で署名を行うこととなりました。 

【別添：覚書署名式の様子等】 

 

＜覚書の概要＞ 

１ 名 称：水資源管理に関する対話の枠組みに関する日本国国土交通省及び日本国農

林水産省並びにエジプト・アラブ共和国水資源・灌漑省との間の協力覚書  

２ 署 名 日：令和８年７月28日（火） 

３ 署名場所：国土交通省 

４ 署 名 者：（日本側） 国土交通省 金子 恭之大臣 

             農林水産省 鈴木 憲和大臣 

       （エジプト側）水資源・灌漑省 ハニー・スウェイラム大臣 

５ 協力分野：水資源管理分野 

※詳細は別添に記載 
 

 

 

 

 

   【問い合わせ先】 
水管理・国土保全局 河川計画課 国際室   
国際河川技術調整官 中島（内線35343）、係長 阪井（内線35354） 
代表：03-5253-8111、直通:03-5253-8444  

７月28日（火）エジプト・アラブ共和国水資源・灌漑省との間で水資源管理に関する協力覚

書に署名しました。 

今後、水資源管理に関する我が国の技術・ノウハウの活用等を通じて、エジプト・アラブ共

和国との協力関係を深めてまいります。 

同時発表：農林水産省 



 

●協力分野： 

a) 国連水会議2023のID3のフォローアップ、及び国連総会決議77/334及び78/327によっ

て承認された国連水会議2026/2028に関連する活動を含む、水関連の国際フォーラムにおけ

る協力活動。 

b) 国連水会議2023において双方がコミットした水行動アジェンダ（熊本水イニシアティブ

及び水適応とレジリエンスに関する行動（AWaRe）を含む）に関する相互協力 

c) 統合水資源管理（IWRM） 

d) 水関連災害リスク軽減 

e) 沿岸管理 

f) 近代的な灌漑技術及び効率的な水利用の実践 

g) 気候変動に起因する水問題に対する早期警報システム 

h) 水資源に関する衛星及びリモートセンシング技術 

i) 海水淡水化技術 

j) 水資源管理に関する専門知識の交換及び能力構築を含む、職業教育・訓練分野における

協力 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

（左写真）金子大臣、鈴木大臣、スウェイラム大臣による署名 

（右写真）金子大臣、鈴木大臣、スウェイラム大臣、エルエトレビ大使による記念撮影 

別添 


